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小
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龍

は
じ
め
に

拙
論
は
、「
無
事
人
」
と
「
無
位
真
人
」
と
い
う
二
種
の
語
句
に
着

目
し
、
両
語
の
異
同
と
臨
済
義
玄
（
？
―
八
六
六
／
八
六
七
）
の
思
想
と

の
関
連
を
分
析
す
る
も
の
で
あ
る
。

臨
済
は
、
馬
祖
道
一
（
七
〇
九
―
七
八
八
）
系
譜
下
の
禅
僧
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
馬
祖
の
思
想
と
の
構
造
的
相
違
を
問
題
に
さ
れ
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た) 1

(

。
し
か
し
拙
論
﹇
二
〇
一
八
﹈
に
お
い
て
、
臨
済
は

馬
祖
の
思
想
を
継
承
し
な
が
ら
も
、
黄
檗
希
運
（
？
―
八
五
〇
頃
）
を
経

た
構
造
の
上
に
新
た
に
思
想
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

ま
た
、
拙
論
で
取
り
あ
げ
る
「
無
事
人
」
と
「
無
位
真
人
」
は
、
臨

済
の
思
想
を
語
る
上
で
重
要
視
さ
れ
て
き
た
「
人
」
を
含
む
語
で
あ
る

が) 2

(

、
そ
の
異
同
は
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
ず
、「
無
事
人
」
の
継
承
に
つ

い
て
も
分
析
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る) 3

(

。

そ
こ
で
拙
論
で
は
、「
無
事
人
」
と
「
無
位
真
人
」
と
い
う
語
句
の

分
析
を
通
し
、
両
語
が
異
な
る
用
法
を
持
ち
、
さ
ら
に
臨
済
の
思
想
構

造
に
沿
う
か
た
ち
で
「
無
事
人
」
の
語
義
が
変
化
し
、「
無
位
真
人
」

と
い
う
語
に
結
実
し
た
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

拙
論
で
は
、
以
下
の
四
点
か
ら
分
析
を
進
め
る
。（
一
）
臨
済
の
思

想
構
造
の
確
認
。（
二
）
臨
済
に
つ
な
が
る
系
譜
の
禅
僧
た
ち
が
用
い

る
「
無
事
人
」
に
つ
い
て
の
分
析
。（
三
）
臨
済
が
用
い
る
「
無
事
人
」

の
分
析
に
よ
る
語
句
の
継
承
と
思
想
展
開
の
指
摘
。（
四
）
臨
済
が
特

徴
的
に
用
い
る
「
無
位
真
人
」
の
分
析
に
よ
る
「
無
事
人
」
と
の
相
違

と
、
こ
の
語
に
彼
の
思
想
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
指
摘
。

な
お
、
以
下
の
分
析
で
用
い
る
資
料
は
、
馬
祖
か
ら
臨
済
ま
で
の
語

を
網
羅
的
に
ま
と
め
て
お
り
、
資
料
的
価
値
の
高
い
『
天
聖
広
灯
録
』

（
一
〇
三
六
年
成
立
）
所
収
の
も
の
を
用
い
る) 4

(

。

一
　
臨
済
の
思
想
構
造

ま
ず
、
拙
論
﹇
二
〇
一
七
﹈﹇
二
〇
一
八
﹈
で
指
摘
し
た
馬
祖
か
ら

臨
済
へ
の
思
想
展
開
と
、
臨
済
の
思
想
構
造
の
概
略
を
確
認
す
る
。

臨
済
が
継
承
し
て
い
る
馬
祖
禅
に
つ
い
て
小
川
隆
﹇
二
〇
一
〇
、
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iii
﹈
は
、「
即
心
是
仏
―
―
他
な
ら
ぬ
自
己
の
心
こ
そ
が
仏
で
あ
る
―

―
」「
作
用
即
性
―
―
自
己
の
心
が
仏
で
あ
る
以
上
、
あ
ら
ゆ
る
働
き

が
す
べ
て
仏
性
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
―
―
」「
平
常
無
事
―
―
既
に
自

己
の
心
が
仏
で
あ
る
以
上
、
仏
に
な
る
為
の
修
行
を
不
要
と
し
て
、
あ

る
が
ま
ま
に
過
ご
す
―
―
」
の
三
要
素
に
要
約
し
て
論
述
し
て
い
る
。

こ
の
馬
祖
禅
に
お
け
る
「
心
」
を
、「
一
精
明
」
と
「
六
和
合
」
に

分
け
提
示
し
た
の
が
、
臨
済
の
師
で
あ
る
黄
檗
で
あ
り
（
天
聖
巻
首
・

『
伝
心
法
要
』
三
四
五
下
）、
拙
論
﹇
二
〇
一
七
﹈
で
は
、
そ
の
黄
檗
の
思

想
構
造
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。

黄
檗
は
、『
首
楞
巖
経
』
巻
六
の
一
節
に
基
づ
き
、「
六
和
合
」
よ
り

生
じ
た
十
八
界
を
無
で
あ
る
と
悟
る
こ
と
に
よ
り
、「
六
和
合
」
は
束
ね

ら
れ
「
一
心
」
た
る
「
一
精
明
」
に
回
帰
す
る
と
説
き
、
馬
祖
が
主
張

し
た
心
を
そ
の
ま
ま
是
認
す
る
の
で
は
な
く
、
世
界
を
空
に
回
帰
せ
し

め
る
と
い
う
回
路
を
経
る
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
拙
論
﹇
二
〇
一
八
﹈
で
は
、
臨
済
は
黄
檗
の
思
想
構
造
を
承

け
て
、
さ
ら
に
独
自
の
思
想
展
開
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

臨
済
は
黄
檗
と
同
じ
く
『
首
楞
厳
経
』
の
一
節
を
引
き
、「
本
よ
り
是

れ
一
精
明
、
分
か
れ
て
六
和
合
と
為
る
。
一
心
既
に
無
け
れ
ば
、
随
処

に
解
脱
せ
ん
」（
天
聖
、
巻
一
一
「
臨
済
章
」
四
四
〇
上
）
と
説
く
。

臨
済
は
、
黄
檗
が
空
無
に
回
帰
し
て
初
め
て
至
る
境
地
を
「
既
に
無

で
あ
る
」
と
既
到
達
の
境
地
に
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

無
条
件
の
「
信
」
を
求
め
、
修
行
者
の
「
信
不
及
」
を
再
三
に
わ
た
り

戒
め
る
の
で
あ
っ
た
。
以
上
を
踏
ま
え
、
以
下
の
分
析
を
進
め
る
。

二
　
臨
済
を
除
く
馬
祖
の
系
譜
に
お
け
る
無
事
人

「
無
事
人
」
は
、
臨
済
の
み
な
ら
ず
唐
代
の
禅
僧
の
語
録
に
散
見
さ

れ
る
語
で
あ
る
。

こ
の
「
無
事
人
」
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
特
に
馬
祖
と
そ
の
弟
子
で

あ
る
百
丈
懐
海
（
七
四
九
―
八
一
四
）、
そ
し
て
百
丈
の
弟
子
で
あ
り
、

臨
済
の
師
で
あ
る
黄
檗
の
三
者
に
お
け
る
用
法
に
つ
い
て
分
析
を
行

う
。
臨
済
に
つ
な
が
る
、
以
上
の
三
者
が
用
い
る
語
を
分
析
す
る
こ
と

に
よ
り
、
臨
済
へ
の
語
句
の
継
承
と
、
馬
祖
の
系
譜
に
お
け
る
「
無
事

人
」
の
内
容
が
明
ら
か
に
な
ろ
う
。

ま
ず
、
黄
檗
の
語
に
見
え
る
二
つ
の
「
無
事
人
」
に
つ
い
て
の
記
述

を
確
認
す
る
と
、
表
現
は
多
少
異
な
る
も
の
の
、「
但
だ
表
裏
を
銷
鎔

し
、
情
尽
き
都すべ
て
依
執
無
し
、
是
れ
無
事
の
人
な
り
」（
天
聖
巻
首
・『
伝

心
法
要
』
三
四
七
上
）
と
見
え
る
よ
う
に
、「
無
事
人
」
に
つ
い
て
何
も

の
に
も
依
拠
し
な
い
、「
分
別
の
否
定
」
を
提
示
し
て
い
る
。

次
に
、
百
丈
の
語
を
確
認
す
る
と
、
百
丈
は
、「
不
惑
不
乱
・
不
瞋

不
喜
」
と
い
う
「
分
別
の
否
定
」
を
「
無
事
人
」
の
条
件
と
し
て
提
示

し
て
お
り
（
天
聖
、
巻
九
「
百
丈
章
」
四
三
一
上
）、
黄
檗
の
主
張
と
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
る
。

最
後
に
馬
祖
の
提
示
を
確
認
す
る
と
、「
無
事
人
」
と
い
う
語
は
用

い
な
い
が
、
ほ
ぼ
同
じ
用
法
で
「
修
道
人
」
と
い
う
表
現
が
見
え
る
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（
天
聖
、
巻
八
「
馬
祖
章
」
四
〇
六
上
）。
そ
し
て
そ
こ
に
至
る
条
件
と
し

て
二
辺
の
一
つ
に
依
る
こ
と
を
否
定
し
、
語
句
は
異
な
る
も
黄
檗
と
百

丈
の
「
無
事
人
」
と
同
じ
く
「
分
別
の
否
定
」
を
提
示
し
て
い
る
。

以
上
、
三
者
の
「
無
事
人
―
―
馬
祖
で
は
修
道
人
―
―
」
の
用
法
に

共
通
す
る
の
は
、
無
事
の
体
現
者
と
し
て
の
「
分
別
の
否
定
」
で
あ

る
。
ま
た
語
句
的
に
は
、
馬
祖
に
は
「
無
事
人
」
と
い
う
語
は
見
え
な

い
が
、
そ
の
用
法
は
「
修
道
人
」
と
い
う
語
で
示
さ
れ
て
お
り
、
三
者

は
そ
の
思
想
を
継
承
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

三
　
臨
済
の
無
事
人

臨
済
の
語
録
に
お
い
て
「
無
事
人
」
は
二
箇
所
見
え
、
少
な
く
と
も

字
義
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、

臨
済
の
語
に
お
け
る
「
無
事
人
」
の
二
種
の
用
法
を
確
認
す
る
。

一
箇
所
に
お
い
て
臨
済
は
、「
無
事
人
」
を
仏
や
祖
師
と
等
置
し
、

有
漏
と
無
漏
と
い
う
両
極
と
も
に
同
じ
で
あ
る
と
、
分
別
に
依
ら
な
い

こ
と
を
言
う
。
す
な
わ
ち
、「
分
別
の
否
定
」
を
示
唆
し
て
い
る
（
天

聖
、
巻
一
一
「
臨
済
章
」
四
四
三
上
）。

し
か
し
一
方
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

道
流
よ
、
山
僧
の
見
処
に
約
さ
ば
釈
迦
と
別
な
ら
ず
。
毎
日
多
般
の
用
処
、

什な
に麽
を
か
欠
少
す
。
六
道
の
神
光
、
未
だ
曽
て
間
歇
せ
ず
。
若
し
能
く
是
く
の

如
く
見
得
れ
ば
、
秖た
だ
是
れ
一
生
無
事
の
人
な
り
。

 

（
天
聖
、
巻
一
一
「
臨
済
章
」
四
三
九
下
）

こ
こ
で
は
、
分
別
の
否
定
表
現
で
は
な
く
、
六
道
の
神
光
に
喩
え
ら

れ
る
、
現
実
に
生
き
て
働
く
六
根
の
作
用
と
い
う
事
実
の
提
示
が
見
え

る
。
す
な
わ
ち
臨
済
は
、「
無
事
人
」
に
つ
い
て
、
現
今
既
に
そ
う
で

あ
る
現
実
態
の
「
作
用
の
看
取
」
を
示
す
の
で
あ
る
。

以
上
の
臨
済
の
二
種
の
主
張
か
ら
、
臨
済
以
前
の
「
無
事
人
」
と
臨

済
の
提
示
す
る
「
無
事
人
」
に
は
、
微
妙
な
差
違
が
あ
る
こ
と
が
指
摘

で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
臨
済
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
分
別
の
否
定
」
に
加

え
て
新
た
に
「
作
用
の
看
取
」
を
提
示
す
る
の
で
あ
る) 5

(

。

こ
れ
は
、
彼
の
思
想
構
造
と
無
関
係
で
は
な
く
、
空
な
る
真
理
は
既

に
現
前
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
真
理
た
る
現
在
既
に
働
く
「
作
用
の
看

取
」
を
迫
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
条
件
表
現
を
と

る
点
に
お
い
て
、
無
条
件
の
「
信
」
を
提
示
す
る
彼
の
思
想
を
的
確
に

は
表
現
で
き
て
い
な
い
。

四
　
無
位
真
人

「
無
位
真
人
」
に
つ
い
て
は
、
小
川
隆
﹇
二
〇
〇
七
、
二
五
〇
―

三
〇
七
頁
﹈
に
お
い
て
詳
細
に
論
述
さ
れ
て
お
り
、
以
下
の
分
析
も
重

な
る
箇
所
が
あ
る
。

「
無
位
真
人
」
の
語
は
臨
済
以
前
に
遡
る
こ
と
は
で
き
ず
、
臨
済
が

創
出
し
た
語
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
臨
済
は
同

じ
用
法
で
「
無
依
道
人
」「
聴
法
底
人
」
等
の
語
句
を
繰
り
返
し
示
す

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
語
も
合
わ
せ
て
分
析
す
る
。
こ
の
作
業
に
よ
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り
、
臨
済
の
思
想
構
造
に
沿
う
形
で
「
無
事
人
」
の
語
義
が
変
化
し

「
無
位
真
人
」
に
結
実
す
る
経
緯
を
指
摘
す
る
。

ま
ず
、「
分
別
の
否
定
」
に
つ
い
て
は
、「
無
位
真
人
」
や
「
無
依
道

人
」
と
い
う
語
そ
の
も
の
が
、
分
別
に
依
ら
な
い
と
い
う
意
味
を
含
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
性
質
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
言
え
よ
う
。

と
こ
ろ
が
、
次
に
示
す
、「
聴
法
底
人
」
の
説
を
見
る
と
、
必
ず
し

も
そ
う
単
純
で
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

一
念
心
上
の
清
浄
光
、
是
れ
你
が
屋
裏
の
法
身
仏
な
り
。
你
が
一
念
心
上
の
無

分
別
光
、
是
れ
你
が
屋
裏
の
報
身
仏
な
り
。
你
が
一
念
心
上
の
無
差
別
光
、
是

れ
你
が
屋
裏
の
化
身
仏
な
り
。
此
の
三
種
身
、
是
れ
你
今
目
前
に
聴
法
せ
る
底

の
人
な
り
。 

（
天
聖
、
巻
一
一
「
臨
済
章
」
三
三
九
下
―
四
四
〇
上
）

臨
済
は
、「
聴
法
底
人
」
を
示
す
際
に
、
無
分
別
・
無
差
別
と
い
う

語
を
用
い
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
、
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
の
は
、

「
聴
法
底
人
」
と
等
置
さ
れ
る
三
種
の
光
に
喩
え
ら
れ
た
作
用
に
外
な

ら
な
い
の
で
あ
り
（
小
川
隆
﹇
二
〇
〇
八
、
一
六
九
頁
﹈）、「
聴
法
底
人
」

た
る
作
用
の
性
質
と
し
て
無
分
別
・
無
差
別
を
挙
げ
て
い
る
に
過
ぎ
な

い
。
つ
ま
り
、「
無
事
人
」
に
お
け
る
「
分
別
の
否
定
」
と
微
妙
に
意

味
合
い
が
異
な
り
、「
作
用
」
に
こ
そ
重
点
が
置
か
れ
る
か
た
ち
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
小
川
隆
﹇
二
〇
〇
七
、
二
六
〇
頁
﹈
の
指
摘

と
重
な
る
点
が
あ
る
が
、
拙
論
の
分
析
に
お
い
て
も
重
要
箇
所
で
あ
る

た
め
、
以
下
、「
無
位
真
人
」「
無
依
道
人
」「
聴
法
底
人
」
の
「
作
用
」

の
提
示
に
つ
い
て
の
分
析
を
行
う
。

ま
ず
、「
無
位
真
人
」
に
つ
い
て
、
拙
論
で
必
要
な
箇
所
の
み
以
下

に
確
認
す
る
。

上
堂
し
て
云
く
、「
赤
肉
団
上
に
一
無
位
の
真
人
有
り
て
、
常
に
汝
等
諸
人
の

面
門
従よ
り
出
入
す
。
未
だ
証
拠
せ
ざ
る
者
は
看
よ
看
よ
」
と
。 

 

 

（
天
聖
、
巻
一
〇
「
臨
済
章
」
四
三
五
下
）

臨
済
が
言
う
「
無
位
真
人
」
と
は
、
常
に
六
根
を
働
か
せ
る
他
な
ら

ぬ
自
己
を
指
す
語
で
あ
り
、
臨
済
は
「
作
用
す
る
自
己
こ
そ
が
無
位
真

人
で
あ
る
」
と
、
そ
の
看
取
を
迫
る
。

ま
た
、「
無
依
道
人
」「
聴
法
底
人
」
に
つ
い
て
も
臨
済
は
、
耳
根
を

働
か
せ
る
自
己
自
身
を
「
無
依
道
人
」（
天
聖
、
巻
一
一
「
臨
済
章
」

四
四
三
下
）「
聴
法
底
人
」（
天
聖
、
巻
一
一
「
臨
済
章
」
四
四
二
上
）
と
呼
び
、

ほ
ぼ
同
じ
用
法
で
用
い
て
い
る
。

以
上
か
ら
、「
無
位
真
人
」「
無
依
道
人
」「
聴
法
底
人
」
に
共
通
す

る
の
は
、「
作
用
す
る
自
己
と
の
即
時
的
等
置
」（
小
川
隆
﹇
二
〇
〇
七
、

二
九
八
頁
﹈）
で
あ
り
、「
分
別
の
否
定
」
は
そ
の
作
用
の
性
質
と
し
て

扱
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
彼
の
、
一
心
た
る
空
無
な
る
真
理
は

既
に
現
前
し
て
お
り
、
無
条
件
の
「
信
」
を
求
め
る
と
い
う
思
想
が
投

影
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
既
定
で
あ
り
無

条
件
で
あ
る
が
故
に
、
作
用
と
自
己
、
そ
し
て
「
無
位
真
人
」
は
、
現

実
に
作
用
す
る
真
理
そ
の
も
の
と
し
て
媒
介
な
く
ピ
タ
リ
と
一
つ
で
あ
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り
、
そ
の
「
分
別
の
否
定
」
と
い
う
性
質
は
、
既
定
の
事
実
と
し
て
重

点
を
置
く
必
然
性
が
無
く
な
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
馬
祖
以
来
の
「
無
事
人
」
と
臨
済
の
「
無
位
真
人
」
の
違
い

を
見
る
と
、
前
者
は
、
分
別
の
否
定
に
重
点
を
置
き
、
後
者
は
、
作
用

及
び
自
己
と
即
時
的
に
等
置
さ
れ
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
違
い
を
指
摘

で
き
る
。
そ
し
て
、
臨
済
が
言
う
「
無
事
人
」
と
「
無
位
真
人
」
は
、

「
作
用
を
看
取
し
た
結
果
」
と
「
作
用
す
る
自
己
と
の
即
時
的
等
置
」

と
い
う
点
に
お
い
て
異
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
表
現
の
相
違
は
、
本
来
矛
盾
せ
ず
同
時
に
成
り
立

つ
概
念
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
分
別
の
否
定
に
よ
り
、
本
来
の
姿
に
立

ち
返
る
と
い
う
「
無
事
人
」
と
、
既
に
現
前
す
る
本
来
の
姿
は
、
分
別

の
否
定
と
い
う
性
質
を
持
つ
と
い
う
「
無
位
真
人
」
は
、
悟
り
の
境
地

を
異
な
る
視
点
に
よ
り
示
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
小
川
隆
﹇
二
〇
〇
七
、
二
八
四
頁
﹈
が
指
摘
す
る
よ
う

に
、
臨
済
は
「
人
」
に
よ
り
こ
の
理
論
を
理
屈
抜
き
に
重
ね
合
わ
せ
て

い
る
と
も
言
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
両
者
は
明
確
に
表
現
が
異

な
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
分
析
に
よ
り
思
想
構
造
に
起
因
す

る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

語
句
の
レ
ベ
ル
で
は
、
臨
済
が
用
い
る
「
無
事
人
」
は
継
承
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、「
無
位
真
人
」
は
臨
済
の
創
出
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

（
一
）
臨
済
に
至
る
、
馬
祖
・
百
丈
・
黄
檗
が
用
い
る
「
無
事
人
―
―

馬
祖
は
修
道
人
―
―
」
は
、「
分
別
の
否
定
」
に
重
点
が
置
か
れ
る
。

（
二
）
臨
済
が
用
い
る
「
無
事
人
」
は
、「
分
別
の
否
定
」
に
つ
な
が
る

表
現
が
見
え
る
一
方
で
、「
作
用
の
看
取
」
を
要
求
す
る
。

（
三
）
臨
済
が
用
い
る
「
無
位
真
人
」
を
は
じ
め
、「
無
依
道
人
」「
聴

法
底
人
」
に
お
い
て
、「
分
別
の
否
定
」
は
作
用
の
性
質
で
あ
り
、
重

点
は
「
作
用
す
る
自
己
と
の
即
時
無
媒
介
な
等
置
」
に
置
か
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
相
違
と
変
化
は
、
臨
済
の
「
一
心
既
無
」
を
基
に
す
る

無
条
件
の
「
信
」
と
い
う
、
思
想
構
造
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

思
想
を
反
映
す
る
に
は
、
条
件
句
と
し
て
の
側
面
を
持
ち
、「
分
別
の

否
定
」
に
よ
る
結
果
と
し
て
示
さ
れ
る
「
無
事
人
」
で
は
充
分
に
表
現

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
臨
済
は
自
身
の
思
想
を
的
確
に
表

現
す
る
た
め
に
、
一
心
た
る
真
理
が
既
に
無
で
あ
り
現
前
し
て
い
る
こ

と
を
示
す
語
と
し
て
「
無
位
真
人
」
等
の
語
を
新
た
に
創
出
し
た
の
で

あ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
、「
分
別
の
否
定
」
は
自
明
な
る
作
用
の
性
質
と

さ
れ
、
現
前
す
る
作
用
と
即
時
無
媒
介
に
等
置
さ
れ
る
自
己
に
こ
そ
重

点
が
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。

1　

小
川
隆
﹇
二
〇
〇
八
、
一
七
五
頁
﹈、
衣
川
賢
次
﹇
二
〇
一
七
、

二
五
六
頁
﹈
参
照
。

2　

古
く
は
鈴
木
大
拙
﹇
一
九
四
九
、
一
六
頁
﹈
が
、「
臨
済
は
実
に
人
の
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一
字
で
そ
の
宗
旨
を
確
立
さ
せ
た
」
と
指
摘
す
る
。

3　

衣
川
賢
次
﹇
二
〇
一
〇
、
六
七
頁
﹈
は
、
徳
山
宣
鑑
（
七
八
〇
―

八
六
五
頁
）
の
「
無
事
人
」
と
臨
済
の
そ
れ
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
が
、

馬
祖
の
系
譜
に
お
け
る
「
無
事
人
」
と
の
比
較
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

4　

衣
川
賢
次
﹇
二
〇
一
七
、
二
三
四
頁
、
二
三
七
―
二
三
九
頁
﹈
が
指
摘

す
る
よ
う
に
、『
天
聖
広
灯
録
』
所
収
の
臨
済
の
語
が
最
も
古
形
を
残
す

と
考
え
ら
れ
、
黄
檗
の
語
録
で
あ
る
『
伝
心
法
要
』
も
同
じ
こ
と
が
言
え

る
。
ま
た
、
馬
祖
、
百
丈
の
語
に
つ
い
て
は
、『
天
聖
広
灯
録
』
に
し
か
見

え
な
い
語
で
も
あ
り
、
同
書
籍
中
の
思
想
を
論
ず
る
観
点
か
ら
用
い
る
。

5　
「
無
事
人
」
に
「
分
別
の
否
定
」
と
共
に
「
作
用
の
肯
定
」
を
示
す
も
の

が
徳
山
の
語
録
に
も
見
え
る
（『
正
法
眼
蔵
』
巻
一
上
「
徳
山
和
尚
示
衆
」

続
蔵
二
―
二
三
・
一
九
）。
こ
れ
は
既
に
、
衣
川
賢
次
﹇
二
〇
一
〇
、

六
七
頁
﹈
が
指
摘
し
て
い
る
。
指
摘
の
と
お
り
、
確
か
に
両
者
の
「
無
事

人
」
の
表
現
に
類
似
点
が
見
え
る
が
、
拙
論
で
は
直
接
、
法
の
継
承
が
あ

る
馬
祖
系
の
思
想
展
開
に
焦
点
を
絞
っ
た
。

〈
一
次
文
献
〉

天
聖
＝『
宝
林
伝
・
伝
灯
玉
英
集
（
付
録
、
天
聖
広
灯
録
）』（
柳
田
聖
山
主

編
、
禅
学
叢
書
之
五
・
中
文
出
版
社
、
一
九
七
五
）

〈
二
次
文
献
〉

小
川
隆
『
語
録
の
こ
と
ば
―
―
唐
代
の
禅
―
―
』
禅
文
化
研
究
所
、

二
〇
〇
七

小
川
隆
『
臨
済
録
―
―
禅
の
語
録
の
こ
と
ば
と
思
想
―
―
』
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
八

小
川
隆
『
続
・
語
録
の
こ
と
ば
―
―『
碧
巌
録
』
と
宋
代
の
禅
―
―
』
禅
文

化
研
究
所
、
二
〇
一
〇

小
川
隆
『
語
録
の
思
想
史
―
―
中
国
禅
の
研
究
―
―
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一

小
川
太
龍
「『
伝
心
法
要
』
に
見
る
唐
代
禅
の
思
想
展
開
―
―
あ
り
の
ま
ま

の
馬
祖
禅
か
ら
空
へ
回
帰
す
る
黄
檗
の
禅
へ
―
―
」『
印
度
学
仏
教
学
研

究
』
第
六
六
巻
第
一
号
、
二
〇
一
七

小
川
太
龍
「
唐
代
禅
の
思
想
展
開
―
―
空
に
回
帰
す
る
黄
檗
の
禅
か
ら
既
に

空
な
る
臨
済
の
禅
へ
―
―
」『
禅
学
研
究
』
第
九
六
号
、
二
〇
一
八

衣
川
賢
次
「
徳
山
と
臨
済
」『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
五
八
号
、

二
〇
一
〇

衣
川
賢
次
「
臨
済
録
の
形
成
（
改
稿
）」『『
臨
済
録
』
研
究
の
現
在
―
―
臨

済
禅
師
一
一
五
〇
年
遠
諱
記
念
国
際
学
会
論
文
集
―
―
』
禅
文
化
研
究

所
、
二
〇
一
七

鈴
木
大
拙
『
臨
済
禅
の
基
本
思
想
―
―
臨
済
録
に
お
け
る
「
人
」
思
想
の
研

究
―
―
』
中
央
公
論
社
、
一
九
四
九

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
臨
済
義
玄
、
無
位
真
人
、
無
事
人
、
唐
代
禅

（
花
園
大
学
文
学
部
仏
教
学
科
専
任
講
師
）


